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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、道路新設工事に伴う長岡京跡・上里北ノ町遺跡の発掘調査について調査成果

を報告いたします。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示

賜りますようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました多くの関

係各位に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

平成26年３月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 長岡京跡・上里北ノ町遺跡　（文化財保護課番号　01NG238）

	 	 長岡京右京1079次調査（7ANUDE001地区）

２	 調査所在地	 京都市西京区大原野上里南ノ町地内

３	 委　託　者	 京都市　代表者　京都市長　門川大作

４	 調 査 期 間	 2014年１月14日〜2014年２月14日

５	 調 査 面 積	 約183㎡

６	 調査担当者	 尾藤徳行

７	 使 用 地 図	 �京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「石見」を参考にし、作成

した。

８	 使用測地系	 �世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した。）

９	 使 用 標 高	 �T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 �農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺 構 番 号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 本 書 作 成	 尾藤徳行

13	 備　　　考	 �上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、資料業務職員および調査

業務職員があたった。

14	 協　力　者	 �出土した埴輪について、花園大学の高橋克壽氏の御助言を頂いた。記して

謝意を表します。

（調査地点図）
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長岡京右京北辺四坊八町跡・上里北ノ町遺跡

１．調査経過
今回の調査は、京都市建設局道路建設部道路建設課（以下「道路建設課」という。）による、３・

３・５中山石見線道路建設工事に伴う発掘調査である。調査地は京都市西京区大原野上里南ノ町

地内に所在し、上里北ノ町遺跡と長岡京右京北辺四坊八町に該当する。また、長岡京右京第1079次

調査にあたる。

中山石見線は、洛西ニュータウン南端の東西通である竹の里本通と南北道路である福西本通の

交差点から南に延長する新設道路で、南方の善峰川を横断し東西道路のⅠ・Ⅱ・３伏見向日町線

に連結する計画である。伏見向日町線･中山石見線の予定地は2001年度の試掘調査から2009年度

まで断続的に発掘調査が行われた。同じ中山石見線新設工事に伴う調査事例としては、図１のよう

－1－

図１　周辺遺跡および調査位置図（１：10,000)



－2－

図２　調査区配置図（１：400）



に2002年度の調査３（Ｒ746）、2004年度の調査４（Ｒ831）、2005年度の調査５、2006年度の調

査６（Ｒ879）と４箇所の調査事例がある。今回の調査地は調査５と調査６の中間地点に位置する。

今回の調査地は、長岡京跡や古墳時代から室町時代の遺物散布地である上里北ノ町遺跡の範囲

に含まれることから、古墳時代から室町時代の遺構・遺物の検出が予想された。そこで、道路建設

工事に先立ち、京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以下「文化財保護課」とい

う。）が、善峰川から北側の丘陵部分の試掘調査を行った。その結果、２トレンチの北半にて、古

墳の葺石の一部と円筒埴輪･家形埴輪などを検出し、発掘調査が必要と判断した。そこで、古墳の

範囲（規模）などを確認するために、道路建設課の委託を受け、公益財団法人京都市埋蔵文化財研

究所が発掘調査を実施した。

調査は、１月14日に現場事務所設営･重機搬入・調査区設定を行った。調査区は、葺石を検出し

た試掘調査２トレンチから約８ｍ西側で、道路予定地西端沿いに幅約2.5ｍ、南北約48ｍの約120

㎡を設定した（図２）。最初に重機で地表下0.3～0.8ｍの竹林盛土部分を除去した。墳丘上部は竹

林造成時に大部分が削平され、地山上面に拳大の礫がまとまって残存する部分を北部と南部の２

箇所で検出した。これを古墳の葺石と考え、精査ののち、全景写真撮影･実測作業を行った。しか

し、古墳の遺存状況や範囲が明確にならないため、文化財保護課の指導により、拡張調査を行うこ

ととなった。拡張区は、今回の調査区と葺石・埴輪を検出した試掘調査２トレンチ北半との間に、

南北約７ｍ、東西約９ｍの約63㎡を設定した（図２拡張区）。再度、重機を搬入し、試掘調査時に

－3－

図５　調査区作業風景（南から）

図３　調査区調査前全景（北東から）

図６　拡張区作業風景（北東から）

図４　拡張区調査前全景（北東から）



検出した葺石の西延長部分および円筒埴輪列を検出し、拡張区の全景写真撮影・オルソー測量・

断面実測作業などを行った。なお、今回の調査は遺跡（古墳）の範囲を確認するもので、次年度以

降に改めて調査を行うこととなる。そのため、葺石部分などを不織布･真砂土で養生した。さらに

調査区全面にシートを掛け、土嚢で固定し、調査区全体を排土によって重機で埋め戻した。２月14

日にはすべての作業を終了した。

調査期間中に、適宜、文化財保護課の臨検を受けた。また、当研究所の検証委員である龍谷大学

の國下多美樹氏、同志社大学の若林邦彦氏の臨検を受けた。

２．位置と環境

（１）調査地の位置と環境

調査地の北東には小畑川が北西から南東に流れ、南側には善峰川が西から東に流れ、東方で小畑

川に合流する。調査地は小畑川と善峰川の合流点から北西にある丘陵東端に位置し、小畑川の対岸

である東側には向日丘陵が連なる。調査地は、上里北ノ町遺跡と長岡京右京北辺四坊八町に該当

し、長岡京の北西に位置する
１）

。上里北ノ町遺跡は古墳時代から室町時代の遺物散布地で、その中に

は、後述する石見上里古墳や鏡山古墳がある。

調査地の北側には、古墳時代中期の鏡山古墳がある。鏡山古墳は直径30ｍの円墳で、豊富な石製

模造品が出土している。北西には古墳時代後期の石見上里古墳がある。円墳で横穴式石室があった

がほぼ全壊している。調査地の東方を流れる小畑川の対岸となる向日丘陵には多くの古墳が点在

する。古墳時代前期の前方後円墳である寺戸大塚古墳は全長98ｍ、妙見山古墳は全長114ｍある。

また、古墳時代後期の円墳である東山古墳群・牛廻り古墳などがある。向日丘陵南部の向日市側に

は、古墳時代前期の前方後円墳の五塚原古墳（全長91ｍ）、前方後方墳の元稲荷古墳（全長94ｍ）

がある。南方には室町時代の城跡である上里城跡・石見城跡・上羽城跡、旧石器時代・縄文時代か

ら古墳時代の大原野石見遺跡、縄文時代から室町時代の集落跡である上里遺跡がある。南方の芝古

墳群には前方後円墳・方墳・円墳などがある。今回発見した古墳は、これらの古墳を臨む丘陵地の

東端に立地していることがわかる。

（２）周辺の調査

周辺には、６度の発掘調査事例がある。1989年度の調査１
２）

は、竹ノ里小学校分校（現在の上里小

学校）の試掘・発掘調査である。調査地の東側で小畑川の旧流路とともに遺物包含層や溝状遺構を

検出した。遺物包含層や遺構からは、６世紀後半から10世紀中頃までの遺物が出土した。古墳時代

の須恵器杯身は、完形品で磨滅がほとんどない。1992年度の調査２
３）

は、上里中学校（現在の大原野

中学校）の発掘調査である。14箇所の調査区を設け、確認調査を行った。多くの調査区は遺構面が

竹林の土入れに伴う掘削により削平をうけ、明確な遺構を検出することができなかったが、１トレ

－4－



ンチでは拡張調査し、中世の南北２間・東西３間以上の掘立柱建物、土坑、溝、柱列などを検出し

た。遺物は、ほとんどが土器類で、土師器、須恵器、緑釉陶器、瓦器、輸入陶磁器、国産陶磁器が

ある。溝から出土した土器類には、鎌倉時代の瓦器椀・皿や土師器皿などがある。

その他に、同じ中山石見線道路新設工事に伴い、調査３～６が行われている。2002年度の調査３
４）

では、縄文時代後期から弥生時代前期、古墳時代前期の流路などを検出している。また、長岡京の

一条条間南北側溝や鎌倉時代の集落跡などが検出されている。2004年度の調査４
５）

では、縄文時代か

ら古墳時代後期の竪穴住居、古墳時代後期から長岡京期の建物などが検出されている。また、鎌倉

時代から室町時代の石見城に関連する建物など多くの遺構が検出された。縄文土器や弥生時代の

石槍・石鏃なども出土している。2005年度の調査５
６）

は、鏡山古墳のある丘陵の北東の裾部から小畑

川へと低くなる段丘の接する地点である。調査では、近世の遺物包含層の検出に留まり、他の時代

の遺構は検出できなかったが、平安時代から江戸時代の遺物が数点出土した。2006年度の調査６
７）

で

は、古墳時代の土坑、長岡京期の建物、鎌倉時代から室町時代の土坑、江戸時代の建物、土坑、井

戸などを検出している。

註

１）	 『京都市遺跡地図台帳【第８版】』　京都市文化市民局　2007年
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化財研究所　1994年
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３．遺　　構

（１）基本層序

調査地は、標高約60.0ｍあり、東方を流れ

る小畑川と南方の善峰川に向かって低くなる

丘陵地の東端に位置する。

調査前は竹林で、東壁の基本土層は、厚さ

約0.6～1.0ｍの新しい時期の竹林盛土の下に、

古い時期の竹林盛土があり、部分的に厚さ約

0.1ｍの明褐色粘土（図８－26～28層）の遺

物包含層がある。古墳の構築土と考えられ

る。その下は明褐色粘土やにぶい黄橙色粘土

などの地山（図８－29～35層）となる。地山

は北半では標高59.4ｍで検出され、北方と南

方に向かって低くなる。

西壁では、厚さ約0.7～1.4ｍの新しい時期

の竹林盛土の下に、厚さ約0.2ｍの明褐色粘

土礫混（図９－22・23層）などの包含層があ

る。瓦器片や埴輪片が出土した。その下に部

分的に厚さ約0.1ｍの黄褐色粘土など（図９

－28～37層）の古墳構築土層があり、その下

層は地山の明褐色粘土など（図９－38～42

層）となる。地山は調査区北半では標高59.1

ｍで検出され、東壁と同じく、北方と南方に

向かって低くなる。

拡張区北壁では、厚さ約1.2ｍの新しい時

期の竹林盛土の下に、厚さ0.4ｍの古い時期

の竹林盛土がある。その下に厚さ約0.1ｍの

褐色粘土礫混（図10北壁断面図－11層）があ

る。この薄い土層の下で埴輪列を検出した。

標高約58.8ｍ以下は地山の明褐色から褐色粘

土礫混（図10北壁断面図－13層）となる。セ

クション断面の南端では標高約59.8ｍで同じ

地山を検出している。
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図７　調査区・拡張区平面図（１：200）
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図８　調査区東壁断面図（１：100）
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図９　調査区西壁断面図（１：100）
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図10　拡張区断面図（１：100）
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図11　調査区平面図（１：100）



（２）遺構

調査区北側では古墳の葺石（北部葺石）、拡張区では葺石を東西約8.5ｍ、南北約1.5ｍの範囲で

検出した。また、拡張区葺石の裾から約１ｍ北側で埴輪列を検出した。南側では葺石（南部葺石）

を検出した。北側の葺石や埴輪列と南部葺石残存部分との距離は約28ｍあり、それらの分布状況

から一辺約28ｍ程度の方墳の可能性が考えられる。

南部葺石（図版１－２）　調査区北端から南約33ｍ地点（約X=－116,204）の標高約58.9ｍで、

南北約1.5ｍ、東西約1.0ｍの範囲で、埴輪片やφ0.1～0.2ｍの石をまとまって検出した。古墳裾部

の葺石が残存していると考える。

北部葺石（図版１－１）　　調査区北端から南約８ｍ地点の標高59.0～59.2ｍで、南北約2.5ｍ、

東西約0.5ｍの範囲で直径0.1～0.2ｍの石をまとまって検出した。石は元位置を保っていないもの

があるが、古墳の裾部葺石と考える。

拡張区葺石（図版２）　試掘調査で検出した葺石の延長部分を、標高約59.0～59.5ｍで、南北約
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表１　遺構概要表

図12　拡張区平面図（１：100）



1.5ｍ、東西約8.5ｍの範囲で検出した。石は直径0.1～0.2ｍである。

試掘時に検出した基底石と思われる石よりも外側まで葺石は広が

る。

埴輪列（図版２）　拡張区葺石の裾から約１ｍ北側で埴輪列を検

出した。埴輪は直径約0.2ｍの小型の円筒埴輪で、基底部が残存す

る。東から埴輪１・２・３・４とした。埴輪１は円弧の一部を検出

し、埴輪２・３・４はほぼ全周検出した。間隔は、心々間で1.2ｍ・

1.2ｍ・1.0ｍある。埴輪は約1.2ｍ間隔で設置されていたものと考え

られる。

柱穴７（図13）　調査区南側にて、標高58.75ｍの地山面で検出し

た。東西0.3ｍ、南北0.4ｍの隅丸方形で、深さ0.4ｍある。埋土中央に拳大の石がある。遺物がな

く、古墳に伴うものか不明確である。

土坑９・10・13　調査区の南部葺石の下層で検出した。それぞれ一辺約1.5～2.0ｍある。埋土

は明褐色粘土層などで、表面に埴輪の小片が混入する。葺石を据えるときの掘形などが考えられる

が、葺石の下層のため、そのまま埋め戻した。

４．遺　　物
出土遺物は、大部分が埴輪で、少量の平瓦、瓦器椀、磁器壷が出土した。多くは竹林盛土などか

ら出土したもので、整理箱に７箱出土した。なお、遺物の詳細は次年度以降の調査時にまとめて報

告する。

古墳時代の遺物には、円筒埴輪、家形埴輪、蓋形もしくは靫形埴輪がある。円筒埴輪は、ハケ目

調整・黒斑などは不明確であるが、形状から古墳時代中期前半頃と考える。家形埴輪は屋根の部分

に線刻がある。試掘調査２トレンチから出土。蓋形もしくは靫形埴輪と思われるものには、四角の

模様などが線刻される。拡張区の埴輪列付近の葺石埋土から出土。そのほかに、埴輪の小片は、竹

林盛土や遺構検出時や南部葺石部分から出土した。

平安時代の遺物には、平瓦がある。布目と縄タタキ目がつく。重機掘削時に出土したもので、客
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表２　遺物概要表

図13　柱穴７実測図（１：50）
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土したという竹林盛土に混入していた可能性がある。

鎌倉時代の遺物には、瓦器椀がある。調査区西壁の遺物包含層から出土した。この遺物包含層か

らは埴輪小片が出土しているが、瓦器椀の出土によって鎌倉時代以降と判明した。

５．ま と め
調査地北側には古墳時代中期の鏡山古墳、東方には小畑川を挟んだ対岸の向日丘陵に古墳時代

前期の寺戸大塚古墳・妙見山古墳・元稲荷古墳・五塚原古墳などがある。今回発見した古墳は、こ

れらの古墳を臨む位置に立地している。

今回の調査は、次年度以降の本調査のため古墳の範囲（規模）などの確認調査として実施した。

その結果、北部葺石、南部葺石を検出し、拡張区では葺石や円筒埴輪列を検出した。出土した埴輪

は鏡山古墳と同時期の古墳時代中期前半頃のものと考えている。北側の葺石や埴輪列が東西方向

に直線的に並んでおり、方墳などの墳形が想定できる。その規模は、墳丘の北端となる拡張区葺石

と南端と想定される南部葺石間の距離から少なくとも南北28ｍと考えられる。また、大小の円筒

埴輪のほか家形埴輪や蓋形もしくは靫形と思われる形象埴輪が出土した。墳丘の中央部はすでに

削平を受けている可能性が高いが、主体部や裾部が残存する可能性もある。立地や墳丘の規模など

から、この地域の首長級の古墳と考えられ、今後の調査に期待される。





図　　版





図
版
１　

遺
構

１　調査区全景、北部葺石検出状況（北から）

２　南部葺石検出状況（北から）



図
版
２　

遺
構

１　拡張区全景（北東から）

２　拡張区葺石・埴輪列検出状況（北西から）
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